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学生の社会人基礎力の現状と教育方法の検討
Ⅰ．はじめに
文部科学省で2016年に行なわれた「大学におけ
る看護系人材養成の在り方に関する検討会」では、
実習場の確保、学部教育と卒後の看護実践との乖離
の解消、根拠に基づいた看護実践能力の向上が指摘
されていた。学士課程において求められる基本的な
資質・能力を示した「看護学教育モデル・コア・カ
リキュラム」では、「根拠に基づいた課題対応能力」
「コミュニケーション能力」「保健・医療・福祉にお
ける協働」等が挙げられている1）。一方、経済産業
省は、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしてい
くために必要な基礎的な力である「社会人基礎力」2）
を述べ、【前に踏み出す力】【考え抜く力】【チーム
で働く力】の３つの能力（12の能力要素）から構
成され、これは看護学教育モデルと重なり合う部分
が多く、看護学士課程における社会人基礎力の育成
は不可欠である。
本学看護学科では、2018年度より社会人基礎力
に関する研究に取り組んできた3）。研究１年目には、
初年次教育の基礎ゼミの科目を通して社会人基礎力
の向上が見られるかどうかを基礎ゼミの前後で調査
を行ったところ、【前に踏み出す力】【考え抜く力】
【チームで働く力】の３つの能力全ての項目に対し
て向上が見られた。これは小人数グループで具体的
な課題について調べてまとめるという基礎ゼミの方
法や達成目標がグループの主体性や対話を促し、社
会人基礎力の向上に寄与したことが示唆された。
研究２年目となる2019年度は、学生の社会人基
礎力を高めていくために、教員を対象に社会人基礎
力の理解を促し、具体的に講義、演習や実習等に取
り入れることは可能かどうか検討する機会として
FD研修会を行った。
本研究の目的は、FD研修会を通して教員が捉え
た本学科の学生の社会人基礎力の現状と向上のため
の教育方法を検討することである。
Ⅱ．方法
１．FD研修会の概要
FD研修会は本学看護学科FD委員会と筆者であ
る研究班が共同で2019年７月30日に開催した。講
演会を13：10～14：30に、グループワークを14：
50～16：30で行った。講演会は看護学科教員と他
学科教員・職員を対象とし、参加者は看護学科教員
30名と他学科教員４名、事務職員４名、ならびに
出版社編集部１名の計39名であった。FD研修会の
講師には、経済産業省の社会人基礎力育成グランプ
リ2010特別奨励賞ならびに社会人基礎力育成グラ
ンプリ2013準大賞を受賞した石川県立看護大学人
間科学領域の准教授の垣花渉氏を招聘した。講演の
タイトルは「学生の主体的な学びを地域で育てる－
社会人基礎力に着目して－」であった。
グループワークの対象は看護学科教員のみとし、
参加者は30名であった。６名からなるグループを
５グループ作成し、「社会人基礎力を備えた学生を
どのように育てていくとよいか」というテーマで
ディスカッションを行った。
２．講演の内容
講演は「学生の主体的な学びを地域で育てる－社
会人基礎力に着目して－」というタイトルで、１）
なぜ地域で住民と協働するのか、２）何を初年次教
育で行うのか、３）どのように上の学年へつなげる
のか、の３部構成で話された。
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１）なぜ地域で住民と協働するのか～社会人基礎力
の習得
垣花氏は、石川県立看護大学の人間科学領域に所
属し、健康・疾病・障害の理解を担当している。県
立大学であることから県民に対する貢献が大学の
ミッションであり、健康教室や弁当創作、防災訓
練、コミュニティカフェ等を通して、看護学生が地
域住民と協働する活動を続けている。その理由は
「社会をつくる力」すなわち社会の一員という自覚
や相手の立場にたち物事を考える力の育成が不可欠
と考えるところにある。
教員は、フィールドの設定、課題の提示を行い、
基本的にヒントは出すが教えず、自分たちで考え、
行動させ、失敗を体験することもあるが、その振り
返りをさせる。学生は、ニーズに応えた価値を生み
出したり、プレゼンテーション力をつけたり、社会
人基礎力育成グランプリ等の外部の試合に出場しア
ピールする機会を通して、自分で自分を成長させる
力を身に着け、学習する組織を作っていく。
昨今の仕事の現場で困るタイプとして、主体性に
欠ける、創意工夫しない、協調性がないが説明さ
れ、その背景には、核家族化や家庭内外での交流の
欠如、地域で子どもを育てる意識の衰退があるこ
と、教育も経験重視から学力重視となり、ものごと
を試行錯誤する時間が減っていること、高学歴化に
より学生を社会へ適応させる教育が発展途上で未成
熟のまま社会へ出ることで、卒業就職者の３割が卒
業後３年で離職している現状について話された。常
に学び続ける態度・意欲を持つためには、社会人基
礎力が重要であると話され、それは３つの要素と
12の能力要素があり、これらを定期的に自己評価
することは、自分で自分を見つめる習慣となり、自
分と対話し、正解のない問題に自ら答えを模索する
学習者となっていくこと、本当のゴールは学び続け
る態度を修得することであり、多職種連携や協働す
る際のリーダーシップであることが話された。
課題を提示する際の大事な視点として、地域の保
健・医療・福祉に関する問題で、自分事になるテー
マを設定すること、真に人の役にたつリアルな体験
をさせること、学んだ知識や技術を繰り返し活用
し、「知っている」レベルから、「わかる」「使える」
レベルにしていくことが話された。例として、地域
住民が参加したくなる健康教室の開催、地場食材を
活かす健康弁当創作、限界集落での防災訓練等を
行っていることが挙げられた。一方で育成の新たな
問題として「課題は与えられるもの」という誤解が
あり、与えられた課題以上のことはしない、やらさ
れ感が消えないことがあり、何が問題なのかを考
え、課題を発見する主体的な行動が必要で、そのた
めには４年間を通した探求的な学習の展開の必要性
について話された。
２）何を初年次教育で行うのか
石川県立看護大学は１年次に「フィールド実習」
という科目があり、学生の主体的な学びの育成、ア
カデミックスキルの習得と経験の質を上げる省察を
目的としている。早期に地域に身を投じて、地域の
仕事や生活文化、環境に触れるという早期体験のね
らいは、地域の暮らしを良くみること、協働を理解
することである。グループのディスカッションテー
マの例には、「笑いヨガを通じて地域での高齢者ク
ラブ活動を知る」「へき地での暮らしと医療」など
が提示され、その中から学生が興味あるテーマを選
択する。大学周辺を舞台とし、グループごとに情報
の収集、周辺知識を得ることから始まり、問題を分
析して問いを立てる。事前学習と役割分担を行い、
実習の計画を行い、地域と交渉する。実習を運営す
る中で成功と失敗経験から地域を知り、それらを学
内でプレゼンし、報告書にまとめる。学生のパ
フォーマンス評価として、社会人基礎力の能力要素
をベースに、本科目に特化して垣花らが開発途中の
「授業を通して学生が習得すべき力」のルーブリッ
クを明示している。これは課題発見力や発信力など
についてのレベルを学生が自己評価するものであ
る。
探求的な学習ができるように少人数ゼミ形式をと
り、学生６名に教員２名を配置し、14班で運営す
る。アカデミックスキルの育成のために、調べる、
読む、書く、意見を述べることは別科目の必修科目
で学び科目間連携をすることで「できる」から「わ
かる」レベルにする。ゼミでは実習内容を計画する
が、住民と協働で計画する。地域住民に対し学生
が、実習の「問い」を説明し、住民に働きかけ、住
民からの助言を得て、できる・できないことを整理
し、スケジュールを立て、役割分担を行う。実習を
運営し、郷土食を作る、会食会をもつ、竹編みを教
わる等を行うが、できなかったこととして、行動の
指示を出すこと、行動してほしいことを働きかける
こと、周囲の状況を配慮し、役割を果たすこと等が
挙げられる。実習の振り返りとして、学びを書き出
し、学びを伝える会をもつが、教員の役割は、学生
の経験として、役割を十分こなせたか、他者との関
わりはどうだったか、よりよい行動は何だったかを
47
学生の社会人基礎力の現状と教育方法の検討
分析させることである。学生は学びを表現すること
で主体的に行動する楽しさや役割を遂行する連帯
感、決めたことをやり抜く粘り強さ等を習得する。
報告書を作成し、発表会をもち、実習成果を報告す
ることが話された。
３）どのように上の学年へつなげるのか
１年前期で学んだアカデミックスキルとフィール
ド実習を通した探求的な学習の体験で大学生活への
適応と必要な学習技術の習得をしたのちに、１年後
期から専門への導入が始まる。垣花氏がもつゼミで
は地域社会で行われる様々な活動へ参加し、地域の
ニーズに応える活動を上級生とともに活動し、学生
の自主性が尊重されることで、社会人基礎力や自己
の探求ならびに専門の知識や技能の向上がはかれる
ことについて話された。
講演終了後の質疑応答では、石川県と本学のある
東京都では地域性が異なるが、本学でどのように取
り組んでいくとよいと思うかという質問があり、大
学の掲示板にあった、住宅街を歩く際の大声等の苦
情が寄せられているが、それに向き合うのもよいの
ではという意見が話された。感想として、是非学生
の教育として取り入れていきたいというものもあっ
た。
３．グループワークの内容
講演後に設定したグループワークのテーマを「社
会人基礎力を備えた学生をどのように育てていくと
よいか」とした。具体的には『本学科学生の社会人
基礎力の現状』『学生にどのように変化していって
もらいたいか』『学生に変化をもたらすための教育
方法』に沿ってディスカッションをしてもらい、グ
ループ毎に発表し、最後に講師の垣花氏よりコメン
トをもらった。学生の状況については本学と石川県
立看護大学も同様であり、教員がそれを今回、共通
認識できたことには大きな意義があり、認識して取
り組み続けていくことが大事であることについて話
された。
４．データ収集方法
看護学科教員を対象としたグループワークにおい
て、ディスカッション用に使用したワークシート
「本学科学生の社会人基礎力の現状」「学生にどのよ
うに変化していってもらいたいか」「学生に変化を
もたらす教育方法」を分析対象とした（図１）。ま
た、FD研修会終了後、「社会人基礎力の重要性に
ついて」「社会人基礎力を自分の講義等に取り入れ
ていきたいと思うか」「社会人基礎力に関しての学
び」についてアンケート調査を行った。回答は、
「０：重要でない～10：とても重要である」「０：取
り入れたくない～10：積極的に取り入れたい」の数
字で求め、数字が大きいほど「重要である」「取り
入れたい」の考えが強いことを示す。学びについて
は、自由記述式による回答を求めた。
研究にあたり、看護学科教員に対し、研究の趣旨
を説明し、グループワークで使用したワークシート
を分析対象とすること、個人が特定されない形とす
ること、研究参加の任意性について説明し、了承を
得た。
Ⅲ．結果
１．本学科学生の社会人基礎力の現状
グループワークで話された本学科学生の社会人基
礎力の現状を表１に示す。課題発見力や発信力はあ
る、オープンキャンパスでリーダーシップやメン
バーシップが取れている等の意見がある一方で、指
示待ちの傾向がある、報告・連絡・相談が遅めであ
る、人との関わりが苦手であることが話された。ア
カデミックスキルが習得しきれていないという課題
も存在した。臨地実習を通し、実際の対象に触れ成
長するという意見と、一方で実習は制約があり失敗
できない環境であり、内省する機会が十分でない、
実習以外の評価に関与しない体験が必要であるとの
意見があった。また学生の社会人基礎力は教員側の
責任でもあるとの意見がみられた。
図１　グループワークで使用したワークシート
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２．学生にどのように変化していってもらいたいか
学生にどのように変化してもらいたいかについ
て、表２に示す。内容を分析した結果、社会人基礎
力の３要素である「前に踏み出す力」「考えぬく力」
「チームで働く力」と「自信を持つ」という４つの
カテゴリーに分類された。「前に踏み出す力」には、
「自主性」「主体性」等に関する内容が多く、「考え
抜く力」には「吟味する」「振り返る」「課題を明ら
かにする」こと、「チームで働く力」には「他者へ
の関心」「気づくこと」「ルールを守る」ことに関す
る内容があった。さらに社会人基礎力の３要素が向
上するためにも「自信を持つ」必要性があること、
課題発見力や発信力はある
学内の正課外イベントでは、リーダーシップ・メンバーシップがとれている
報告・連絡・相談が遅めである
指示待ちの傾向がある
人との関わりが苦手である
自分自身で考えることが苦手な傾向にある
アカデミックスキルが課題である
チームで働く力が課題である
失敗できない環境のため、失敗から学ぶ力が弱い傾向にある
内省する力が十分持てない
自信をもつことが必要である
実習以外の評価に関与しない体験の機会が少ない
教員が学生を見守る、待つ姿勢が必要である
教える側の責任でもある
表１　本学科学生の社会人基礎力の現状
容内ーリゴテカ
・自分の意見を言う
・主体的になってほしい
・主体的に動ける範囲が分かる
・自主的に主体性を持って取り組んでほしい
・患者のために、自主性や主体性（楽しく興味）を持って欲しい
・国試に受かりたい、怒られたくないというやらされ感を無くしてほしい
・目標意識を1年生から明確にもって取り組んでいくことが良いのでは
・領域別実習前全体オリエンテーション等の機会に自分たちで主体性、働きかけ力と
  は何かを考えてみる
・複数の方法から吟味できる学生
・実習においては、振り返り表を活用し、はじめに自分の課題を明らかにする
・失敗したということをきちんと振り返ることが出来る力をつける
・人のせいにしない
・想像力や知識、患者への関心がない。異性が入浴介助することを患者が拒否した
 こと等の実習で直面する問題に対してショックをうけるため、他者の気持ちに関心を
 持ってもらいたい
・自ら気づき、アクションを起こす、発信してもらう。
・ルールが守れない時、どのような対処をすればよいかを考える。自分ができない
　時、他の人にどのような影響を与えるのかを想像する。
・ルールを守ってほしい
・自信をつけることによって＜前に踏み出す力＞＜考え抜く力＞が伸びていくのでは
  ないか。
・他者を思いやる心＜チームで働く力＞もついてくる
・母校に対しての誇りや愛情を持つことが大切なのでは
・自分の大学に愛着・誇りを持つことで自信がつき、主体性・実行力・発信力・働きか
  け力がアップするのではないか
前に踏み出す力
考え抜く力
チームで働く力
自信を持つ
表２　学生にどのように変化していってもらいたいか
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大学や自分に誇りをもつことが挙げられていた。
３．変化をもたらすための教育方法
変化をもたらす教育方法について表３に示す。内
容を分析した結果【自己肯定感を高める】【自ら学
ぶ姿勢を高める】【他学年との連携】【学外での体
験、学習の機会】【グループ学習】【自己の課題と改
善策の明確化】【教員の支援】の７つのカテゴリー
容内ーリゴテカ
・主体性、実行力、発信力、働きかけ力は学生ののびしろが大きいので、いいところ
　を言語化する
・自己肯定感を高めるために、強みを伸ばすように教員が関わり，成功を自分で
　つかみ取るようにする
・教員がフィードバックする時、社会人基礎力の１つ１つに沿って何ができるように
　なったと伝える
・教員と学生がともに大学の良い所を探すような機会をつくる
・学校に愛着がわくよう、学生生活が楽しくなるようにする
・地域住民に認められている、受け入れられているという体験から自己肯定感がアッ
　プする
・自分で調べる時間がもったいないと考えがちだが，疑問を解決する方法や手段は
　自分で行うようにする
・提示する複数の教科書から1つの技術を抜き出し吟味することで、本質をつかむ、
　考え抜く力がつく
・内容で教えずに事例を提供して、考えるきっかけを作る
・自分で準備して、能力が高ければプラスで課題を与える
・シミュレーション教育などでイメージをさせることで想像力を働かせ、看護師として
 必要な知識・技術を知る
・チューター、オープンキャンパス参加、サークル活動といった他学年との縦の繋が
  りをすると良い
・２年生の多職種連携論のように、一緒に事例検討をさせるとよい。実習で
 は行っているが授業や他の活動でもできるようにする
・縦割り、違う学年の交流を行う
・学業以外でのイベント等を行う
・地域住民を巻き込んだ演習、学外での経験を入れる
・模擬患者などで、その人を知るという体験を入れる
・基礎ゼミでは、フィールドの用意、歴史を調べるテーマの提示をして他者とかかわら
　ざるを得ないテーマにする
・オープンキャンパス、足立ケーブルテレビなど他の人に大学をPRする機会を作る
・地域との関わりを増やす
・人とかかわる機会を増やすことで、社会人基礎力を高めていく
・他大学や他学科と合同で行う
・フィジカルアセスメント、PBL学習、問題解決型学習の機会をとり入れる
・グループ学習を増やす。評価を可視化する
・少人数ゼミやアカデミック・スキル育成などの探求的な学習が有用なので、基礎ゼ
　ミの中で工夫して取り入れていけると良いのではないか
・社会人基礎力評価を活用して、実習前に自分の強みと課題を明確にしてから臨む
・うまくいかなかったことに気付けるように失敗をさせる
・失敗や苦労をした後の成功体験について，振り返りする
・実習ではグループダイナミクスを発揮できるように、良い面も悪い面も教員間の
　横の連携をする必要がある
・領域間での統一がある程度必要である
・領域ごとに評価、フィードバックを行い、学生が継続して活用することで、どんな
　経験をしたら良いかを考える
・教員間で使えるレベルまで修得する
自己肯定感を
高める
教員の支援
グループ学習
自己の課題と改善
策の明確化
学外での
体験、学習の機会
他学年との連携
自ら学ぶ姿勢を
高める
表３　変化をもたらすための教育方法
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に分類された。
【自己肯定感を高める】では、学生のいいところ、
強みを伸ばすような関わりをもつこと、教員が社会
人基礎力の一つ一つに沿って学生にフィードバック
すること、学生と共に大学の良いところを探すこと
が挙がっていた。また、地域住民に認められること
や受け入れられている体験が挙がっており、学外で
の教育の大切さが示されていた。【自ら学ぶ姿勢を
高める】では、自分で調べること、考えるきっかけ
をつくること、想像力を働かせるシミュレーション
教育等が挙がっていた。【他学年との連携】では、
学年を超えた縦の繋がりや多職種連携等の他学科と
の交流が挙がっていた。【学外での体験、学習の機
会】に関する内容は特に多く、地域との関わりや他
者との関わりをもつような教育についてであった。
【グループ学習】として少人数ゼミや、問題解決
型学習等が挙がっていた。【自己の課題と改善策の
明確化】では、社会人基礎力の評価シートを活用す
ること、失敗することから気付くことや失敗後の成
功体験、振り返りをすることが挙がっていた。【教
員の支援】では、教員間の横の連携や学生が経験を
積み重ねた学習が出来るようにすること、社会人基
礎力について教員間で使えるようにすることが挙
がっていた。
４．FD研修会後のアンケート
FD研修会後、アンケート調査「社会人基礎力の
重要性」および「授業等に取り入れたいか」の結果
を図２、３に示す。FD研修会には30名が参加し、
アンケートは30名から回答が得られた（回収率
100％）。
「社会人基礎力の重要性」の問については、回答
は６～10の範囲であり、平均値は9.3であった。FD
出席者30名中23名（77％）が重要性９や10と回答
し、社会人基礎力がとても重要であると認識されて
いた。
「社会人基礎力授業等で取り入れたいと思うか」
の問については、回答は２～10の範囲であり、平
均値は7.8であった。FD出席者30名中13名（43％）
が積極的に取り入れたと思う９や10と回答してい
た。一方で、数名の者は２や４の回答であった。
社会人基礎力の学びについて、「社会人基礎力の
重要性」に関する問では、社会人基礎力を積極的に
取り入れたいと思っている者は、「学生時代から社
会人基礎力を養っていくことで、社会に出てから活
躍できる看護師になっていくと思った」「学生も教
員も目標が明確になるため、社会人基礎力は重要だ
と思った」等社会人基礎力の効果的な影響について
感じていた。また、「学生の主体性を伸ばすために
は教員の情熱が大切である」「学生の傾向や特徴を
知ることでどのような社会人基礎力が必要なのか、
そしてどこを伸ばせばよいのかが明らかになり、教
員のかかわり方を再認識することができた」「学科
全体での取り組みが学生の変化をもたらすと考えら
れるため、教員間の統一した教育体制が必要だと感
じた」等、社会人基礎力を通しての教育方法につい
て考えている者もいた。さらに、「かかわる教員の
社会人基礎力も重要で必要だと思った」「学生のみ
ならず、大学教員自身の自己洞察も重要である。教
員の主体性も求められている」等、社会人基礎力
は、教員自身にも必要であるということを感じてい
る者もいた。
「授業等に取り入れていきたいか」の問に対する
回答が８以上の者では、「学生の具体的な伸びを評
  図３　社会人基礎力を講義等に取り入れていきたいと思うかに対する回答人数とその割合
  図２　社会人基礎力の重要性に対する回答人数とその割合
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価できるように心がけたい」や、「主体性を持つ・
働きかける力も他者への興味関心があってのもの
で、どう他者への関心を持たせるのかを考えていく
必要があることを考えた」、「社会人基礎力を高める
ための授業を行なうためには準備が大変だと思っ
た」等の回答が見られた。また、取り入れたい程度
が２や４と回答した者では、「社会人基礎力の内容
について、どのような体験が社会人基礎力を伸ばす
ことにつながるのか、講義でどのように取り入れた
ら分からないが、グループワークを通し取り入れて
いけそうだと感じた」、「講義等に取り入れるのは難
しいかもしれない」等の回答が見られた。このこと
から、講義等に取り入れたいかどうかの回答は２～
10と幅はあったものの、社会人基礎力を取り入れ
るための具体的な講義について考える機会となって
いた。
Ⅳ．考察
１．学生の社会人基礎力に対する教員の捉え方
学生の社会人基礎力の現状からは、教員は学生に
対してもう少し主体性を持ってほしい、チームで働
く力をつけてほしい、また内省の機会を持つ必要性
を感じていた。さらに、これらは教える側の責任で
もあると捉えていた。
看護の実践は、行政、地域、学校、産業、医療等
の場における疾病予防から臨床までの人間の健康に
関わる広い範囲を担っている。看護は多職種チーム
内の良好な協働関係を維持する必要があり4）、学生
にどのように変化していってもらいたいか（表２）
の結果からも「前に踏み出す力」「考え抜く力」
「チームで働く力」の３つの社会人基礎力を伸ばし
ていく重要性を認識していた。それに加えて学生が
「自信を持つ」ことにより、これらの能力が向上す
ると考えていた。
２．学生の社会人基礎力を向上させるための教育方法
学生にどのように変化していってもらいたいか
（表２）では、社会人基礎力の項目「前に踏み出す
力」「チームで働く力」に加え、「自信を持つ」が示
された。
社会人基礎力の育成に関しての５段階ステップモ
デル5）では以下のように述べられている。
第１ステップは「前に踏み出す力」を育てること
であり、外部者からの役割提示とその自覚・達成、
外部者からの承認の流れが原則となる。第２ステッ
プは「考え抜く力」を育てることであり、与えられ
た課題を何度か繰り返し、解釈させ、実行させるこ
とで、思考を深め、課題の解釈を導かせる。第３ス
テップは「チームで働く力」を育てることであり、
グループでの活動を導入することで、思考は自らの
内部から表出され、外在化することで、自分のもの
として捉え直しやすくなる。学生がグループのメン
バーに共感を持ち、「傾聴力」「状況把握力」等が自
然と引き出される。第４ステップは、「価値づけ」
と「振り返り」により活動で得たものを定着させ
る。第５ステップは「社会人基礎力と活動レベルの
相乗的な向上の促進」であり、プログラムの進行中
にも「価値づけ」や「振り返り」を組み込むこと
で、今までの自分たちの課題に気づかせ、高いレベ
ルでの取り組みが行われる。本研究結果である変化
をもたらすための教育方法（表３）をこれに当ては
めると、ステップ１は、【自己肯定感を高める】が
相当すると考えられる。ステップ２は【自ら学ぶ姿
勢を高める】が相当する。ステップ３は、【他学年
との連携】【学外での体験、学習の機会】【グループ
学習】が当てはまると考える。ステップ４と５は
【自己の課題と改善策の明確化】に相当すると考え
られる。これらは行きつ戻りつし、繰り返し行うこ
とで学生の社会人基礎力が向上すると考える。学生
の省察を対話から促し動機づけをすることが教員の
役割であり、学生と関わる講義、演習、実習、助言
教員としての関わり等、多様な場での活用が期待さ
れる。
３．教員の関わりの重要性
本研究では、本学科学生の社会人基礎力の現状
（表１）に示した中に、「学生の社会人基礎力は教員
の責任でもある」が見られた。また変化をもたらす
ための教育方法（表３）に示した教育方法にも【教
員の支援】が見られた。中野ら6）は、「看護教員に
社会人基礎力が求められると考えられる理由は、教
員が学生たちの一番身近にいる看護の役割モデル
（ロールモデル）であるからである」と述べている。
今回のFD研修において、学生の社会人基礎力を向
上させるためには教員の関わりが重要と認識した今
回の研修の意義は大きいと考える。「省察的実践の
力は、学習者自身の実践を通した探求・省察の長期
的な積み重ねとそれを促し支えるコーチングを通し
て培われる」と言われている7）。実習等で学生が定
期的に社会人基礎力の自己評価をする習慣をつく
り、学生自身の省察を促すことが重要である。しか
し、省察を促すのは容易ではない。学生が行動から
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学ぶためには実践と時間に投資すべきと言われ、こ
れは学生が実践にコミットし、そこから学ぼうとい
うモチベーションを生み出さなければならないと述
べられている8）。グループワークがうまくいかない
ことが続くとき、学生は苦境に追い込まれ、その場
にいる教員にも不信感を募らせることがあり、その
ときの教員の姿勢が大きく影響すると言われる。つ
まり、教員は学生より知識と経験を有していても万
全な解決策を見いだせないという事実を学生に開示
することが、学生にとって自分の失敗を次の学習の
好機としてとらえる新しいものの見方を自分のもの
にする上でのモデルとなり得る9）。前川10）は、教員
相互が協働的に省察できる場、すなわち教員が安心
して語り合える空間を編み出していくことが重要と
述べており、学生と教員相互に省察する文化を醸成
していくことが求められる。
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